
近
世
以
前
の
作
と
い
わ
れ
る
日
蓮
伝
記
本
は
、
刊
本
・
自
筆
本
・
写
本
と
い
っ
た
諸
本
が
管
見
さ
れ
る
が
、
近
世
中
後
期
に
は
出
版
技

術
の
発
達
も
あ
っ
て
、
木
版
刷
り
で
大
量
に
作
成
さ
れ
た
伝
記
本
も
多
い
。
日
蓮
聖
人
伝
の
刊
行
は
慶
長
六
年
（
一
六
○
一
）
の
『
日
蓮

（
１
）

聖
人
註
画
讃
』
か
ら
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
の
『
日
蓮
大
士
真
実
伝
』
に
い
た
る
二
七
○
年
の
間
に
四
○
点
を
数
え
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）

こ
こ
で
は
、
祖
師
信
仰
の
高
揚
し
て
く
る
時
期
で
あ
り
、
近
代
へ
の
移
行
期
で
あ
る
幕
末
期
に
焦
点
を
絞
り
、
刊
本
に
よ
る
伝
記
本
作

成
の
時
代
背
景
や
作
者
の
刊
行
意
図
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

幕
末
期
の
代
表
的
な
刊
本
の
日
蓮
伝
記
本
と
し
て
、
次
の
三
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ｌ
深
見
要
言
著
『
本
化
高
祖
紀
年
録
』
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
初
版
刊
行

幕
末
期
日
蓮
伝
記
本
に
関
す
る
一
考
察
（
望
月
真
澄
）

（
研
究
ノ
ー
ト
）

幕
末
期
日
蓮
伝
記
本
に
関
す
る
一
考
察

は
じ
め
に ｌ

ｌ
中
村
経
年
著
『
日
蓮
上
人
一
代
図
会
』
に
お
け
る

弟
子
・
信
徒
・
寺
院
に
関
わ
る
記
載
事
項
を
中
心
に
Ｉ望

月
真
澄
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院
、
一
般
の
日
蓮
辰

（
引
用
書
の
略
称
）

○
本
書
の
事
項
に
お
け
る
特
長

従
来
の
日
蓮
伝
と
比
較
し
て
記
載
内
容
が
異
な
っ
た
も
の
に
注
目
す
る
た
め
、
新
出
・
異
説
等
を
主
に
抽
出
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、

過
去
の
伝
記
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
日
時
・
内
容
等
、
問
題
と
な
る
項
目
も
記
す
こ
と
に
し
た
い
。
そ
こ
で
、
日
蓮
と
弟
子
・
信
徒
・
寺

（
４
）

院
、
一
般
の
日
蓮
伝
と
い
っ
た
項
目
に
内
容
を
分
類
し
、
列
記
し
て
み
た
。

幕
末
期
日
蓮
伝
記
本
に
関
す
る
一
考
察
（
望
月
真
澄
）

２
中
村
経
年
著
『
日
蓮
上
人
一
代
図
会
』
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
初
版
刊
行

３
小
川
泰
堂
著
『
日
蓮
大
士
真
実
伝
』
の
三
つ
が
あ
る
。
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
初
版
刊
行

本
稿
で
は
、
検
討
素
材
と
し
て
中
村
経
年
著
『
日
蓮
上
人
一
代
図
会
』
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
が
、
そ
の
挿
絵
・
日
蓮
の
足
跡
に

（
３
）

関
し
て
は
、
既
に
検
討
し
た
。
こ
こ
で
は
、
日
蓮
の
奇
瑞
に
関
す
る
事
項
に
注
目
し
、
新
た
な
タ
ッ
チ
で
画
か
れ
た
挿
絵
や
文
章
が
読

者
の
購
読
意
欲
を
誘
っ
て
い
る
様
子
を
検
討
し
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
日
蓮
伝
記
に
記
さ
れ
た
弟
子
、
信
徒
、
寺
院
に
限
っ
て
取
り
上

げ
、
他
の
日
蓮
伝
記
本
と
の
比
較
対
象
と
す
る
基
礎
的
作
業
と
し
た
い
。

『
註
画
讃
』
↓
『
日
蓮
聖
人
註
画
讃
』
（
和
文
体
）

『
紀
念
録
』
↓
『
本
化
高
祖
紀
念
録
』

『
仏
祖
統
紀
』
↓
『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』

※
↓
の
箇
所
は
、
本
書
解
説
部
分
の
内
容
で
あ
る
。
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１
日
蓮
と
弟
子
に
関
わ
る
事
項
・

８
天
台
僧
成
辨
法
師
、
高
祖
の
徒
弟
た
ら
ん
こ
と
を
請
う
。
（
建
長
六
年
）

焔
の
２
高
祖
、
下
総
鼻
輪
に
行
き
、
真
言
寺
に
宿
し
、
寺
主
、
宗
を
改
め
る
（
日
正
）
。
（
文
永
二
年
）

↓
下
総
鼻
輪
か
ら
景
綱
の
姉
の
こ
と
ま
で
『
紀
年
録
』
に
み
え
て
『
仏
祖
統
紀
』
に
は
見
え
ず
。

略
の
２
日
澄
、
衣
を
替
え
宗
を
改
め
る
（
日
澄
寺
）
。
（
文
永
二
年
）

略
の
２
↓
実
信
の
子
祝
髪
す
る
（
日
向
）
。
（
文
永
二
年
）

Ⅳ
古
河
日
胤
、
首
題
坊
日
唱
、
得
度
す
る
。
（
文
永
五
年
）

型
天
台
僧
最
蓮
坊
、
佐
州
に
渡
り
、
二
月
一
日
高
祖
の
請
居
を
訪
れ
る
。
（
文
永
九
年
）

型
の
２
最
蓮
坊
、
高
祖
が
居
を
謁
す
。
（
文
永
九
年
二
月
一
日
）

妬
清
澄
の
義
浄
房
に
書
を
送
る
。
（
文
永
十
年
五
月
二
十
八
日
）

妬
最
蓮
に
当
体
義
を
著
す
。
（
文
永
十
年
）
（
『
紀
年
録
』
）

妬
日
向
・
日
興
・
佐
州
に
下
向
す
。
（
文
永
九
年
）
（
註
画
讃
）

瓢
の
２
南
部
に
至
り
、
寺
主
大
輪
改
宗
し
て
日
壽
と
い
う
。
（
建
治
元
年
）
（
『
紀
年
録
』
）

犯
最
蓮
坊
が
日
蓮
の
教
化
に
よ
っ
て
弟
子
と
な
る
。
身
延
に
至
っ
て
奉
侍
す
る
（
下
山
本
国
寺
）
。
（
文
永
九
年
春
頃
）

犯
平
氏
忠
晴
次
子
亀
王
麻
呂
、
出
家
し
て
日
輪
と
い
う
（
比
企
三
代
）
。
（
建
治
元
年
）

犯
の
２
山
梨
郡
胎
蔵
寺
主
日
法
、
日
蓮
の
弟
子
と
な
る
。
（
建
治
二
年
）

犯
の
２
立
正
寺
二
代
日
乗
、
宗
を
改
め
名
を
賜
る
。
（
建
治
二
年
）

幕
末
期
日
蓮
伝
記
本
に
関
す
る
一
考
察
（
望
月
真
澄
）
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幕
末
期
日
蓮
伝
記
本
に
関
す
る
一
考
察
（
望
月
真
澄
）

躯
の
２
岡
宮
（
光
長
寺
）
空
存
、
日
蓮
の
弟
子
と
な
る
。
（
建
治
二
年
）

犯
の
２
清
澄
寺
道
善
坊
遷
化
す
る
。
（
建
治
二
年
三
月
十
六
日
）

鋤
の
２
最
蓮
坊
日
栄
に
立
正
観
書
を
与
え
る
。
（
建
治
三
年
）

羽
鎌
倉
桑
ヶ
谷
龍
象
房
の
説
法
を
三
位
日
心
（
後
の
身
延
久
遠
寺
三
世
日
進
）
が
聴
聞
す
る
。
（
建
治
三
年
）

詔
の
２
下
総
平
賀
郷
鼻
和
の
地
蔵
堂
を
曽
谷
法
蓮
が
法
華
堂
と
改
め
、
日
朗
を
開
山
と
す
る
（
本
土
寺
）
。
（
建
治
三
年
）

銘
の
２
遠
光
寺
宗
明
が
日
宗
、
戸
田
長
遠
寺
大
心
が
日
心
に
改
め
、
日
蓮
の
弟
子
と
な
る
。
（
建
治
三
年
）

認
駿
州
岩
本
実
相
寺
の
学
頭
智
海
、
天
台
宗
を
捨
て
て
高
祖
の
弟
子
と
な
り
、
日
源
と
改
名
す
る
。
（
弘
安
元
年
）

剥
上
総
国
墨
田
次
郎
時
忠
、
二
男
時
光
を
出
家
さ
せ
る
（
日
秀
）
（
墨
田
村
妙
福
寺
）
。
（
弘
安
二
年
）

拠
の
２
泉
州
江
川
太
郎
左
衛
門
利
久
、
豆
州
韮
山
に
遷
り
、
日
蓮
の
弟
子
と
な
る
（
本
立
寺
）
。
（
弘
安
二
年
）

妬
相
股
村
史
正
左
衛
門
妻
薩
華
が
出
家
し
、
日
仏
と
な
る
（
下
の
坊
）
。
（
弘
安
三
年
正
月
五
日
）

弱
の
２
墨
田
次
郎
時
忠
の
孫
・
時
宣
が
来
て
出
家
す
る
（
新
曽
妙
顕
寺
二
代
日
徳
）
。
（
弘
安
三
年
）

妬
日
弁
弟
出
家
し
、
日
忍
と
名
乗
る
（
相
橋
長
福
寺
・
今
井
妙
福
寺
開
山
）
。
（
弘
安
四
年
）

鎚
日
忍
姉
の
天
目
、
鎌
倉
畠
中
の
圓
成
寺
、
野
州
佐
野
妙
顕
寺
の
開
山
と
な
る
。
（
弘
安
四
年
）

銘
の
２
日
法
・
日
弁
・
日
秀
な
ど
の
教
化
に
よ
り
田
中
・
大
野
・
熱
原
・
山
瀬
・
賀
島
の
人
々
法
華
宗
と
な
る
。
（
弘
安
四
年
）
（
流
布

の
高
祖
一
代
記
）

日
法
彫
刻
を
善
す
。
（
弘
安
五
年
）

日
法
、
師
の
像
を
三
躯
作
り
、
身
延
・
長
興
・
長
栄
三
山
に
納
め
る
。
（
弘
安
五
年
）
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羽
日
法
、
中
老
僧
の
一
人
に
数
え
ら
れ
、
休
息
立
正
寺
の
開
山
と
な
る
。
（
弘
安
五
年
）

【
人
物
】
成
辨
（
弟
子
）
、
日
澄
（
改
宗
）
、
日
向
（
祝
髪
・
佐
渡
下
向
）
、
古
河
日
胤
・
首
題
坊
日
唱
（
得
度
）
、
最
蓮
坊
（
佐
渡
行
・
弟

子
・
当
体
義
抄
述
作
）
、
清
澄
義
浄
坊
（
書
状
送
信
）
、
南
部
寺
主
（
改
宗
・
日
寿
）
、
平
氏
忠
晴
次
子
亀
王
麻
呂
、
（
出
家
・
日
輪
）
、
山

梨
郡
胎
蔵
寺
主
日
法
（
弟
子
）
、
立
正
寺
二
代
日
乗
（
改
宗
・
改
名
）
、
岡
宮
光
長
寺
空
存
（
弟
子
）
、
清
澄
道
善
坊
（
遷
化
）
、
最
蓮
坊
日

栄
（
立
正
観
書
送
る
）
、
三
位
公
日
進
（
鎌
倉
龍
象
坊
説
法
聴
聞
）
、
遠
光
寺
宗
明
（
弟
子
・
日
宗
）
、
戸
田
長
遠
寺
大
心
（
弟
子
・
日
心
）
、

実
相
寺
学
頭
智
海
（
弟
子
）
、
墨
田
時
忠
次
男
時
光
（
出
家
・
日
秀
）
、
泉
州
江
川
太
郎
左
衛
門
利
久
（
弟
子
）
、
相
股
村
史
正
左
衛
門
妻

薩
華
（
出
家
・
日
仏
）
、
墨
田
次
郎
時
忠
孫
時
宣
（
出
家
・
新
曽
妙
顕
寺
二
代
日
徳
）
、
日
法
・
日
弁
・
日
秀
（
教
化
）
、
日
法
（
彫
刻
）
、

日
法
（
師
の
像
を
彫
刻
、
身
延
・
長
興
・
長
栄
）
、
日
法
（
中
老
僧
・
休
息
立
正
寺
開
山
）

【
寺
院
】
下
総
真
言
寺
、
下
山
本
国
寺
、
韮
山
本
立
寺
、
岡
宮
光
長
寺
、
新
曽
妙
顕
寺
、
休
息
立
正
寺
、
岩
本
実
相
寺
、
墨
田
妙
福
寺
、

こ
れ
ら
の
事
項
は
、
近
世
以
前
の
日
蓮
伝
記
本
に
は
登
場
し
な
い
も
の
が
多
い
。
そ
の
多
く
は
日
蓮
が
足
い
た
地
域
に
お
い
て
、
日
蓮

と
の
関
わ
り
の
な
か
で
、
伝
説
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
教
化
さ
れ
て
日
蓮
の
弟
子
と
な
っ
た
と
い
う
内
容
が
多
い
の

が
注
目
さ
れ
る
。

戸
田
長
遠
寺

２
日
蓮
と
信
徒
（
布
教
活
動
）
に
関
わ
る
事
項

５
川
越
・
駿
州
富
士
郡
に
父
重
連
の
旧
友
あ
り
。
（
建
長
二
年
）

５
川
越
に
住
む
夫
婦
を
教
化
す
る
。
（
建
長
三
年
）

幕
末
期
日
蓮
伝
記
本
に
関
す
る
一
考
察
（
望
月
真
澄
）
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略
の
２
明
部
少
輔
行
光
の
妻
、
唱
題
の
功
徳
を
問
う
の
で
『
法
華
題
目
抄
』
を
書
し
、
彼
妻
へ
与
え
る
。
（
文
永
三
年
）

↓
下
総
星
名
五
郎
に
書
を
送
る
。
（
文
永
四
年
二
月
五
日
）

肥
の
２
安
房
を
出
て
鎌
倉
へ
帰
る
途
中
、
下
総
中
山
の
富
木
五
郎
の
館
に
立
ち
寄
り
、
越
年
す
る
。
（
文
永
四
年
）

Ⅳ
常
忍
邸
に
在
し
て
近
郷
を
教
化
す
る
。
斉
藤
兼
綱
も
宗
を
改
め
て
受
戒
す
る
。
（
文
永
五
年
）

岨
の
１
大
曼
茶
羅
を
害
し
、
塩
屋
氏
に
与
え
る
。
（
文
永
六
年
）

幕
末
期
日
蓮
伝
記
本
に
関
す
る
一
考
察
（
望
月
真
澄
）

８
工
藤
吉
隆
、
四
条
金
吾
、
進
士
義
春
、
印
東
氏
、
檀
越
と
な
る
。
（
建
長
五
年
）

↓
四
条
金
吾
、
進
士
義
春
、
工
藤
吉
隆
檀
越
と
な
り
し
事
は
康
元
元
年
、
高
祖
三
十
五
歳
の
時
と
す
る
（
『
紀
年
録
』
）

８
富
木
胤
継
、
舟
上
に
て
教
化
を
う
け
る
。
（
建
長
六
年
）

９
工
藤
吉
隆
、
荏
原
義
宗
、
池
上
宗
仲
、
四
条
金
吾
頼
基
、
進
士
太
郎
義
晴
、
本
化
戴
髪
の
弟
子
と
称
す
。
（
建
長
七
年
）

９
南
無
谷
に
お
け
る
奇
瑞
に
よ
っ
て
泉
沢
氏
と
そ
の
子
三
人
が
帰
依
す
る
（
持
呪
法
華
塚
）
。
（
正
嘉
二
年
）

↓
法
華
塚
の
泉
沢
氏
三
人
、
妙
法
に
帰
し
た
こ
と
見
え
ず
（
『
仏
祖
統
紀
』
）
。

ｕ
『
四
恩
抄
」
を
房
州
天
津
城
主
工
藤
左
近
丞
に
与
え
る
。
（
弘
長
二
年
）

必
船
守
弥
三
郎
、
伊
東
朝
高
が
帰
依
す
る
。
（
弘
長
三
年
）

略
の
２
工
藤
吉
隆
（
日
隆
）
、
一
宇
を
建
立
す
る
（
鏡
忍
寺
）
。
（
文
永
二
年
）

焔
の
２
帰
路
、
藤
原
に
て
庄
屋
次
郎
助
が
檀
越
と
な
る
。
（
文
永
二
年
）

略
の
２
宇
都
宮
君
島
某
に
行
き
、
そ
の
祖
母
が
帰
依
し
て
妙
金
と
号
す
。
城
主
下
野
守
景
綱
の
姉
も
帰
依
し
て
妙
正
と
号
す
。
（
文
永

二

年
一
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岨
の
１
木
立
村
を
過
ぎ
、
本
尊
を
乞
う
者
二
十
八
人
に
書
し
て
与
え
る
。
（
文
永
六
年
）

鍋
新
曽
の
領
主
黒
田
時
光
妻
、
難
産
に
苦
し
む
と
こ
ろ
、
高
祖
祈
念
す
る
と
平
産
す
る
。
（
文
永
八
年
）

躯
角
田
浜
に
石
田
五
郎
左
衛
門
、
遠
藤
治
部
右
衛
門
来
り
、
高
祖
を
迎
え
て
一
宿
さ
せ
る
。
（
文
永
八
年
十
月
二
十
六
日
）

別
の
２
四
条
金
吾
佐
渡
に
来
た
り
、
高
祖
に
誠
を
尽
く
す
。
（
文
永
九
年
）

妬
鎌
倉
の
諸
子
使
い
を
遣
わ
し
て
高
祖
の
も
と
を
尋
ね
る
。
（
文
永
九
年
四
月
二
十
日
）

妬
富
木
常
忍
に
書
を
贈
る
。
（
文
永
九
年
五
月
五
日
）

妬
富
木
殿
妻
佐
渡
へ
赴
き
、
戒
を
授
け
て
日
妙
尼
と
名
づ
く
。
（
文
永
九
年
）

妬
熊
王
常
に
陪
従
す
る
。
（
文
永
九
年
）

”
新
曽
村
の
妻
女
難
産
に
て
曼
茶
羅
を
授
与
す
る
（
妙
顕
寺
）
。
（
文
永
十
一
年
）

”
関
氏
妻
難
産
の
折
、
受
茶
羅
を
授
与
す
る
こ
と
に
よ
り
安
産
し
、
帰
依
す
る
。
（
文
永
十
一
年
）

”
比
企
能
本
、
屋
敷
地
を
も
っ
て
道
場
を
建
立
す
る
（
妙
本
寺
）
。
（
文
永
十
一
年
）

躯
の
２
駿
州
大
宮
の
由
井
五
郎
入
道
宅
（
大
泉
寺
）
に
請
じ
、
受
茶
羅
を
授
与
す
る
。
（
文
永
十
一
年
）

犯
の
２
駿
州
黒
田
郷
柏
坂
村
の
遠
藤
左
衛
門
、
高
祖
を
請
じ
（
一
宿
）
、
銭
・
酒
・
餅
を
供
養
す
る
（
本
光
寺
）
。
（
文
永
十
一
年
）

詔
の
２
上
野
郷
の
内
房
尼
宅
に
一
宿
す
る
。
（
文
永
十
一
年
五
月
十
六
日
）

詔
の
２
和
歌
一
首
を
残
し
、
当
所
を
寺
と
す
る
（
本
成
寺
）
。
（
文
永
十
一
年
五
月
十
七
日
）

羽
の
２
日
野
村
向
井
宅
に
宿
す
（
見
法
寺
）
。
（
文
永
十
一
年
）

鋤
の
２
建
治
元
年
の
条
に
慧
朝
罪
を
謝
し
、
日
伝
と
改
め
、
身
延
山
に
移
り
庵
を
結
ん
で
奉
侍
す
る
（
志
摩
坊
）
。
（
文
永
十
一
年
）
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弘
の
２
相
股
村
史
正
左
衛
門
病
死
す
る
。
（
弘
安
二
年
九
月
）

調
『
三
大
秘
書
』
を
太
田
氏
に
授
与
す
る
。
（
弘
安
四
年
四
月
八
日
）

詔
の
２
↓
熱
原
神
四
郎
・
田
中
次
郎
・
広
野
弥
太
郎
三
人
の
首
が
刎
ね
ら
れ
る
。
（
弘
安
三
年
）

↓
こ
の
段
、
註
画
讃
に

銘
の
２
駿
州
上
野
の
畠

と
な
る
。
（
建
治
三
年
）

狐
太
田
乗
明
、
出
家
し
て
高
祖
の
弟
子
と
な
る
。
（
建
治
元
年
）

瓢
の
２
身
延
の
記
を
四
条
氏
に
示
す
。
（
建
治
元
年
七
月
二
十
一
日
）
（
『
紀
年
録
』
）

鋤
池
上
宗
仲
兄
弟
の
父
帰
依
す
る
。
（
建
治
二
年
）

躯
の
２
四
条
金
吾
妻
、
釈
迦
小
木
像
を
造
り
高
祖
に
開
眼
を
乞
う
。
（
建
治
三
年
二
月
）

鋤
の
２
曽
谷
教
信
、
身
延
に
来
り
て
安
否
を
問
う
。
（
建
治
三
年
四
月
）

犯
の
２
四
条
頼
基
釈
迦
像
を
造
り
て
高
祖
開
眼
す
る
。
（
建
治
二
年
七
月
十
五
日
）

鋤
の
２
曽
谷
直
秀
、
野
呂
に
堂
宇
を
作
り
、
開
堂
供
養
を
な
す
。
（
建
治
二
年
）
（
『
紀
念
録
』
）

犯
の
２
四
条
金
吾
、
甲
州
内
船
に
住
み
、
館
を
寺
と
す
る
（
内
船
寺
）
。
（
建
治
三
年
）

銘
の
２
下
山
兵
庫
助
光
基
、
因
幡
房
を
介
し
て
高
祖
の
室
に
入
る
（
『
下
山
御
書
』
）
。
（
建
治
三
年
）

羽
江
馬
入
道
、
四
条
金
吾
と
法
論
す
る
。
（
建
治
三
年
）

↓
こ
の
段
、
註
画
讃
に
も
見
え
た
る
が
大
同
小
異
あ
り
。

銘
の
２
駿
州
上
野
の
邑
主
使
い
を
遣
わ
し
、
芋
二
駄
を
高
祖
に
送
る
。
『
こ
ん
じ
ょ
御
書
』
波
木
井
家
に
伝
わ
り
、
現
在
身
延
の
什
物

（
『
仏
祖
統
紀
』
）

幕
末
期
日
蓮
伝
記
本
に
関
す
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（
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↓
こ
の
事
（
熱
原
法
難
）
『
仏
祖
統
紀
』
等
の
正
史
に
見
え
ず
。

調
日
法
、
斉
藤
兼
綱
に
仏
像
を
与
え
、
多
古
妙
光
寺
の
本
尊
と
す
る
。
（
弘
安
五
年
）

調
の
２
富
木
常
忍
家
族
流
行
病
に
か
か
り
、
高
祖
に
救
い
を
求
め
る
。
（
弘
安
五
年
）

【
人
物
】
駿
州
富
士
郡
に
父
重
連
の
旧
友
、
川
越
に
住
む
夫
婦
（
教
化
）
、
工
藤
吉
隆
、
四
条
金
吾
、
進
士
義
春
、
印
東
氏
（
檀
越
）
、

富
木
常
忍
（
教
化
・
越
年
・
書
状
送
信
）
、
常
忍
家
（
流
行
病
）
、
工
藤
吉
隆
・
荏
原
義
宗
・
池
上
宗
仲
・
四
条
金
吾
頼
基
・
進
士
太
郎
義

晴
（
弟
子
）
、
法
華
塚
の
泉
沢
氏
三
人
（
帰
依
『
仏
祖
統
紀
』
）
、
工
藤
左
近
丞
（
『
四
恩
抄
』
授
与
）
、
船
守
弥
三
郎
・
伊
東
朝
高
（
帰
依
）
、

日
正
、
藤
原
庄
屋
次
郎
助
（
教
化
）
、
宇
都
宮
君
島
某
祖
母
（
教
化
・
妙
金
）
、
下
野
守
景
綱
姉
（
帰
依
・
妙
正
）
、
明
部
少
輔
行
光
妻

（
『
法
華
題
目
抄
』
授
与
）
、
下
総
星
名
五
郎
（
書
状
送
付
）
、
斉
藤
兼
綱
（
受
戒
）
、
塩
屋
氏
（
曼
茶
羅
授
与
）
、
木
立
村
辺
二
十
八
人
（
曼

茶
羅
授
与
）
、
新
曽
領
主
黒
田
時
光
妻
（
難
産
の
折
曼
茶
羅
授
与
）
、
角
田
浜
石
田
五
郎
左
衛
門
、
遠
藤
治
部
右
衛
門
（
一
宿
）
、
四
条
金

吾
（
佐
渡
行
・
釈
迦
像
開
眼
・
寺
院
建
立
）
、
富
木
殿
妻
（
佐
渡
行
）
、
熊
王
（
陪
従
）
、
関
氏
妻
（
難
産
の
折
曼
茶
羅
授
与
・
安
産
・
帰

依
）
、
駿
州
大
宮
・
由
井
五
郎
入
道
（
受
茶
羅
授
与
）
、
駿
州
黒
田
郷
柏
坂
村
の
遠
藤
左
衛
門
（
一
宿
）
、
上
野
郷
の
内
房
尼
（
宿
泊
）
、
池

上
宗
仲
兄
弟
の
父
（
帰
依
）
、
四
条
金
吾
妻
（
仏
像
開
眼
）
、
曽
谷
教
信
（
身
延
行
）
、
太
田
氏
（
『
三
大
秘
法
』
授
与
）
、
日
法
（
仏
像
授

与
・
斉
藤
兼
綱
）
、
曽
谷
直
秀
（
寺
院
建
立
・
野
呂
）
、
下
山
兵
庫
助
光
基
（
入
信
）
、
江
馬
入
道
（
法
論
・
四
条
金
吾
）
、
上
野
邑
主
（
芋

献
上
）
、
相
股
村
史
正
左
衛
門
（
病
死
）
、
熱
原
神
四
郎
・
田
中
次
郎
・
広
野
弥
太
郎
（
斬
首
）

【
寺
院
】
下
総
鼻
輪
真
言
寺
、
鏡
忍
寺
、
新
曽
村
妙
顕
寺
、
比
企
谷
妙
本
寺
、
駿
河
国
大
宮
大
泉
寺
、
駿
河
国
黒
田
本
光
寺
、
多
古
妙
光

寺
、
野
呂
（
妙
興
寺
）
、
内
船
寺
、
本
成
寺
（
和
歌
一
首
吟
詠
）
、
日
野
村
見
法
寺
、
多
古
妙
光
寺

日
蓮
と
各
地
で
の
教
化
の
足
跡
が
如
実
に
記
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
曼
茶
羅
授
与
・
難
産
祈
願
・
仏
像
授
与
と
い
っ
た
も
の
で
、
信

幕
末
期
日
蓮
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記
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（
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３
日
蓮
と
寺
院
（
庵
）
に
関
わ
る
事
項

５
海
辺
に
至
り
壇
を
設
け
て
八
大
龍
王
を
勧
請
し
、
後
五
百
歳
・
広
宣
流
布
を
祈
る
。
（
建
長
三
年
）

↓
後
に
中
老
僧
日
実
、
こ
の
地
に
一
宇
を
造
る
（
竜
王
山
妙
海
寺
）
。

５
↓
夫
婦
一
庵
を
造
り
て
後
に
妙
養
寺
と
号
す
る
。
（
建
長
三
年
）

７
茂
原
領
主
兼
綱
並
高
橋
五
郎
時
光
、
観
音
の
夢
想
を
蒙
り
、
高
祖
を
見
る
。
一
七
日
の
説
法
を
請
う
（
藻
原
妙
光
寺
）
。
（
建
長
五
年
）

過
海
中
出
現
の
像
を
感
得
し
、
そ
の
地
に
一
宇
を
建
立
す
る
（
伊
東
仏
現
寺
）
。
（
弘
長
元
年
）

６
の
２
上
総
国
夷
隅
郡
興
津
村
の
佐
久
間
重
吉
、
法
華
堂
を
造
り
高
祖
を
招
く
。
（
文
永
二
年
）

１
．脇

の
２
高
祖
の
母
堂
老
衰
に
及
び
、
卒
す
（
妙
蓮
寺
）
。
（
文
永
四
年
八
月
十
五
日
）

Ⅳ
↓
日
胤
は
千
葉
氏
に
て
下
総
古
河
に
帰
り
一
宇
を
建
立
す
る
（
妙
光
寺
）
。

畑
の
１
木
立
村
で
大
曼
茶
羅
を
書
し
、
寺
院
が
建
つ
（
小
立
妙
法
寺
）
。
（
文
永
六
年
）

別
佐
渡
老
松
に
高
祖
袈
裟
を
掛
け
、
こ
こ
に
寺
を
造
る
（
佐
渡
実
相
寺
）
。
（
文
永
九
年
）

別
天
台
宗
の
最
蓮
坊
、
甲
州
下
山
に
住
し
て
寺
を
造
る
（
下
山
本
國
寺
）
。
（
文
永
九
年
）

”
関
氏
高
祖
の
仏
像
を
造
り
、
後
年
江
戸
に
寺
院
を
建
立
す
る
（
日
暮
里
善
性
寺
）
。
（
文
永
十
一
年
）

こ
の
像
、
後
に
感
応
寺
か
ら
瑞
輪
寺
に
安
置
さ
れ
る
。

羽
の
２
八
代
郡
野
中
の
地
蔵
堂
に
宿
す
（
定
林
寺
）
。
（
文
永
十
一
年
）

幕
末
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日
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羽
の
２
西
出
村
に
向
か
う
（
上
行
寺
）
。
（
文
永
十
一
年
）

犯
の
２
上
州
佐
久
間
重
貞
の
子
日
保
と
そ
の
叔
父
日
家
、
興
津
法
華
堂
を
守
る
。
（
建
治
二
年
）

犯
の
２
日
家
、
身
延
に
赴
き
、
誕
生
寺
の
号
を
賜
る
。
（
建
治
二
年
）

詔
の
２
下
総
平
賀
郷
鼻
和
の
地
蔵
堂
を
曽
谷
法
蓮
が
法
華
堂
と
改
め
（
平
賀
本
土
寺
）
、
日
朗
を
開
山
と
す
る
。
（
建
治
三
年
）

弘
千
日
尼
、
宅
を
寺
と
な
し
、
日
得
を
開
山
、
日
満
を
二
祖
と
な
す
（
佐
渡
妙
宣
寺
）
。
（
弘
安
二
年
）

弘
日
寂
、
浅
草
寺
を
退
き
、
日
増
・
日
可
と
力
を
合
わ
せ
寺
を
創
る
（
橋
場
長
昌
寺
）
。
（
弘
安
二
年
）

弱
の
２
筑
前
阿
闇
梨
日
合
は
、
野
呂
妙
興
寺
を
開
基
し
、
淡
路
阿
闇
梨
日
賢
は
雑
司
ヶ
谷
法
明
寺
二
世
と
な
る
。
（
弘
安
三
年
）

錨
加
島
（
静
岡
県
富
士
市
）
の
高
橋
入
道
、
寺
を
建
て
る
（
富
士
常
諦
寺
）
。
（
弘
安
四
年
）

鍋
日
忍
、
相
橋
の
長
福
寺
、
今
井
の
妙
福
寺
の
開
山
と
な
る
。
（
弘
安
四
年
）

妬
日
忍
姉
の
子
天
目
、
鎌
倉
畠
中
の
圖
成
寺
、
下
野
国
佐
野
妙
顕
寺
の
開
山
と
な
る
。
（
弘
安
四
年
）

稲
蒙
古
襲
来
の
旗
曼
茶
羅
、
本
所
最
教
寺
の
宝
物
と
な
る
。
（
弘
安
四
年
）

棚
中
老
僧
忍
上
そ
の
室
を
寺
と
な
す
（
関
本
弘
行
寺
）
。
（
弘
安
五
年
）

㈹
鶴
丸
太
夫
が
改
宗
し
、
こ
の
地
が
寺
と
な
る
（
要
法
寺
）
（
弘
安
五
年
）

【
人
物
】
中
老
僧
日
実
（
妙
海
寺
建
立
）
、
茂
原
領
主
兼
綱
並
高
橋
五
郎
時
光
（
高
祖
一
七
日
の
説
法
）
、
南
無
谷
泉
沢
氏
、
上
総
国
夷
隅

郡
興
津
村
佐
久
間
重
吉
（
法
華
堂
建
立
）
、
高
祖
の
母
堂
（
老
衰
・
逝
去
）
、
千
葉
氏
日
胤
（
寺
院
建
立
・
下
総
古
河
）
、
関
氏
（
高
祖
仏

像
造
立
）
、
上
州
佐
久
間
重
貞
の
子
日
保
と
そ
の
叔
父
日
家
（
興
津
法
華
堂
建
立
）
、
日
家
（
賜
号
・
誕
生
寺
）
、
曽
谷
法
蓮
（
下
総
平
賀

郷
鼻
和
法
華
堂
・
日
朗
開
山
）
、
千
日
尼
（
寺
院
建
立
）
、
日
寂
（
日
増
・
日
可
・
寺
院
建
立
）
、
野
呂
妙
興
寺
（
筑
前
阿
闇
梨
日
合
）
、
加

幕
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幕
末
期
日
蓮
伝
記
本
に
関
す
る
一
考
察
（
望
月
真
澄
）

島
高
橋
入
道
（
常
諦
寺
）
、
淡
路
阿
闇
梨
日
賢
（
雑
司
ヶ
谷
法
明
寺
二
世
）
、
関
氏
（
祖
師
像
造
立
）
、
日
家
（
身
延
登
詣
）
、
日
忍
（
相
橋

長
福
寺
・
今
井
妙
福
寺
開
山
）
、
中
老
僧
忍
上
室
（
弘
行
寺
）
、
鶴
丸
太
夫
改
宗
（
要
法
寺
）
、

【
寺
院
】
妙
海
寺
、
妙
養
寺
、
藻
原
妙
光
寺
、
仏
現
寺
、
妙
蓮
寺
、
下
総
国
古
河
妙
光
寺
（
千
葉
氏
日
胤
）
、
木
立
妙
法
寺
（
大
曼
茶
羅

書
す
）
、
佐
渡
実
相
寺
（
袈
裟
掛
）
、
下
山
本
国
寺
（
最
蓮
坊
）
、
江
戸
善
性
寺
（
関
氏
仏
像
造
立
）
、
野
中
寺
蔵
堂
（
定
林
寺
）
、
西
出
村

上
行
寺
、
興
津
法
華
堂
、
誕
生
寺
、
下
総
平
賀
本
土
寺
、
佐
渡
妙
宣
寺
（
日
得
開
山
、
日
満
二
祖
）
、
橋
場
長
昌
寺
、
野
呂
妙
興
寺
（
筑

前
阿
闇
梨
日
合
）
、
加
島
常
諦
寺
、
雑
司
ヶ
谷
法
明
寺
、
鎌
倉
畠
中
圓
成
寺
（
天
目
）
、
佐
野
妙
顕
寺
（
天
目
開
山
）
、
関
本
弘
行
寺
、
平

塚
要
法
寺
（
鶴
丸
太
夫
改
宗
）
、
本
所
最
教
寺
、
関
本
弘
行
寺

こ
の
な
か
で
、
海
辺
に
八
大
龍
王
勧
請
、
南
無
谷
泉
沢
氏
と
法
華
塚
、
常
諦
寺
の
項
目
は
新
出
事
項
と
考
え
ら
れ
る
。
日
蓮
が
歩
い
た

地
域
の
信
徒
教
化
や
寺
院
の
建
立
に
関
す
る
事
項
が
多
い
。

４
一
般
の
日
蓮
伝
記
に
関
わ
る
事
項

２
百
日
間
虚
空
蔵
の
祠
に
入
り
、
求
聞
持
法
を
修
せ
ら
れ
る
。
（
仁
治
元
年
）

↓
こ
の
段
諸
書
に
見
え
ず
、
『
仏
祖
統
紀
』
に
載
せ
た
り
（
『
仏
祖
統
紀
』
）
。

２
大
蔵
に
入
り
て
一
代
経
を
閲
覧
す
る
。
（
仁
治
元
年
）

２
程
谷
（
保
土
ケ
谷
）
駅
の
一
旅
店
に
宿
し
、
佛
の
木
像
を
も
っ
て
小
児
の
戯
具
と
な
す
。
（
仁
治
三
年
）

２
鎌
倉
光
明
寺
に
入
り
、
良
忠
に
謁
見
す
る
。
（
仁
治
三
年
）

３
清
澄
寺
に
て
戒
体
即
身
成
仏
義
を
著
す
。
（
寛
元
元
年
）

(”）



皿
伊
勢
浄
明
寺
に
至
り
、
三
七
日
間
修
法
す
る
。
（
弘
長
元
年
）

胆
高
祖
恩
田
に
行
き
、
吉
田
兼
益
と
対
面
す
る
。
（
弘
長
元
年
）

肥
の
２
常
州
筑
波
を
過
ぎ
て
野
州
那
須
に
至
り
、
温
泉
に
浴
す
る
。
（
文
永
二
年
）

肥
の
２
那
須
よ
り
二
里
余
先
に
巨
石
が
あ
り
、
そ
こ
に
経
題
を
害
す
。
（
文
永
二
年
）

Ⅳ
高
祖
、
日
朗
・
日
向
と
と
も
に
母
の
小
祥
忌
を
営
む
。
（
文
永
五
年
）

Ⅳ
八
月
二
十
三
日
地
震
あ
り
。
（
正
嘉
元
年
）

幕
末
期
日
蓮
伝
記
本
に
関
す
る
一
考
察
（
望
月
真
澄
）

1212 10 ６
三
浦
介
義
澄
が
孫
泰
村
の
弟
朝
村
・
光
村
が
謀
叛
を
起
こ
し
、
一
族
二
百
七
十
余
人
が
自
殺
す
る
。
（
宝
治
元
年
六
月
）

７
下
総
土
橋
東
漸
寺
の
一
切
経
蔵
に
二
回
閲
覧
に
行
く
。
（
建
長
五
年
）

７
高
祖
阿
弥
陀
堂
に
て
難
を
避
け
、
上
総
国
笠
森
観
音
堂
に
一
宿
し
て
妙
経
を
読
調
し
、
且
つ
歌
一
首
詠
じ
る
。
（
建
長
五
年
）

８
壇
を
設
け
、
伊
勢
宗
廟
及
び
比
叡
に
し
て
三
十
番
神
を
勧
請
す
る
。
（
建
長
六
年
）

９
天
変
地
妖
、
二
月
二
十
九
日
雷
電
移
し
く
洪
水
、
六
月
七
日
大
雨
鶴
岡
社
鳴
動
す
。
（
建
長
七
年
）

９
天
変
地
妖
、
二
月
二
十
三
日
、
五
月
十
八
日
、
八
月
一
日
、
同
二
十
三
日
、
九
月
四
日
に
大
地
震
動
す
る
。
（
正
嘉
元
年
）

９
高
祖
父
の
計
報
を
聞
い
て
倒
れ
、
日
昭
や
周
り
の
人
が
介
抱
す
る
。
（
正
嘉
二
年
二
月
十
四
日
）

９
高
祖
、
房
州
に
至
り
喪
に
服
し
、
母
を
慰
め
、
「
一
代
大
意
抄
」
を
著
し
、
鎌
倉
へ
帰
る
。
（
正
嘉
二
年
）

９
鎌
倉
へ
帰
る
途
中
、
南
無
谷
泉
沢
氏
宅
に
宿
泊
す
る
。
船
に
乗
ろ
う
と
す
る
と
逆
浪
高
く
、
高
祖
高
い
場
所
に
行
っ
て
呪
を
修
す
る

と
波
が
お
さ
ま
る
。
（
正
嘉
二
年
）

『
災
難
退
治
書
』
を
撰
す
。

(〃）



幕
末
期
日
蓮
伝
記
本
に
関
す
る
一
考
察
（
望
月
真
澄
）

岨
高
祖
、
十
一
カ
所
へ
御
書
を
送
る
。
（
文
永
六
年
）

田
の
１
高
祖
甲
州
に
杖
を
曳
き
給
ふ
。
（
文
永
六
年
）

的
の
１
久
本
房
と
と
も
に
甲
斐
国
鶴
（
都
留
）
郡
に
赴
く
。
（
文
永
六
年
）

的
の
１
塩
屋
家
に
逗
留
し
、
妙
経
一
部
を
書
写
し
、
富
士
の
獄
へ
登
っ
て
山
の
半
腹
（
経
ヶ
獄
）
に
納
め
る
。
（
文
永
六
年
）

妬
『
顕
仏
未
来
記
』
を
製
し
給
う
。
（
文
永
十
年
）

妬
十
界
勧
請
本
尊
を
図
し
給
う
。
（
文
永
十
年
）

”
の
２
大
学
三
郎
法
莚
を
開
き
、
若
狭
局
の
冥
福
を
修
す
る
。
（
文
永
十
一
年
）

肥
時
宗
宗
牒
を
高
祖
に
賜
ふ
。
（
文
永
十
一
年
）

肥
宗
牒
は
現
在
仙
台
に
あ
り
て
、
国
宝
に
な
る
。
（
文
永
十
一
年
）

羽
の
２
身
延
三
十
一
世
日
脱
、
遠
妙
寺
の
梵
鐘
銘
・
序
を
つ
く
る

羽
の
２
石
和
川
の
殺
生
禁
断
の
こ
と

劃
の
２
高
祖
、
桜
の
木
の
杖
を
さ
す
と
根
付
く
（
桜
清
水
）
。
（
『
紀
念
録
』
）

↓
『
仏
祖
統
紀
』
に
は
こ
の
歌
の
こ
と
見
え
ず

鋤
富
木
五
郎
、
母
を
喪
い
、
そ
の
骨
を
身
延
に
納
め
る
。
（
建
治
二
年
）

犯
蒙
古
使
い
が
長
州
室
の
津
に
至
る
。
（
建
治
二
年
四
月
十
五
日
）

鍋
大
元
蒙
古
賊
、
筑
紫
に
襲
来
す
る
。
（
弘
安
四
年
五
月
）

犯
祈
祷
の
た
め
法
華
経
読
調
し
、
仏
像
を
彫
刻
す
る
（
雲
払
真
影
）
。
（
弘
安
四
年
）

(32）



銘
の
２
『
本
門
戒
体
書
』
を
著
す
。
（
弘
安
四
年
）

弱
『
法
華
初
心
成
仏
書
』
を
著
す
。
（
弘
安
五
年
）

似
高
祖
筆
を
と
り
、
譲
状
を
認
め
る
。
（
弘
安
五
年
十
月
三
日
）

【
人
物
】
道
元
（
法
談
）
、
江
川
太
郎
左
衛
門
大
尉
吉
久
（
宿
泊
）
、
鎌
倉
光
明
寺
の
良
忠
（
謁
見
）
、
三
浦
介
義
澄
・
孫
泰
村
の
弟
朝
村
・

光
村
（
謀
反
で
自
殺
）
、
高
祖
父
（
計
報
）
、
高
祖
母
（
『
一
代
大
意
抄
』
述
作
）
、
吉
田
兼
益
（
対
面
）
、
塩
屋
家
（
逗
留
）
、
富
木
氏
母

（
喪
を
修
む
）
、
南
無
谷
泉
沢
氏
宅
（
波
の
祈
祷
・
宿
泊
）
、
日
朗
・
日
向
（
母
小
祥
忌
）
、
大
学
三
郎
（
若
狭
局
冥
福
回
向
）
、
時
宗
（
宗

牒
送
付
）
、
富
木
五
郎
（
母
遺
骨
・
身
延
山
納
骨
）

【
寺
院
】
鎌
倉
光
明
寺
、
清
澄
寺
（
『
戒
体
即
身
成
仏
義
』
述
作
）
、
泉
涌
寺
（
唐
書
拝
読
）
、
東
福
寺
（
材
木
奉
納
）
、
上
総
国
笠
森
観
音

堂
（
一
宿
）
、
伊
勢
浄
明
寺
（
三
七
日
修
法
）
、
下
総
土
橋
東
漸
寺
（
一
切
経
蔵
閲
覧
）
、

【
場
所
】
五
条
の
天
王
寺
屋
（
宿
泊
）
、
程
谷
駅
の
一
旅
店
（
宿
泊
）
、
大
蔵
の
一
代
経
（
閲
覧
）
、
雄
山
八
幡
宮
（
参
詣
）
、
下
野
国
那
須

（
温
泉
浴
）
、
那
須
近
く
の
巨
石
（
経
題
書
写
）
、
甲
斐
国
鶴
（
都
留
）
郡
行
（
久
本
坊
）
、
富
士
山
中
腹
（
妙
経
一
部
埋
経
）
、
石
和
川

（
殺
生
禁
断
）
、
桜
清
水
（
杖
・
桜
木
）
、

道
元
と
法
談
、
東
福
寺
に
材
木
贈
呈
、
と
い
っ
た
事
項
や
、
日
蓮
の
関
西
遊
学
に
関
し
て
細
か
く
み
て
い
く
と
、
未
だ
不
明
な
点
が
多

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
那
須
近
く
の
巨
石
に
経
題
書
写
、
妙
経
一
部
の
富
士
山
中
腹
埋
経
、
笠
森
観
音
一
宿
、
土
橋
東
漸
寺
一
切
経
蔵
閲

覧
、
と
い
っ
た
従
来
の
伝
記
に
加
え
て
詳
細
な
記
載
が
み
ら
れ
る
の
が
特
長
で
あ
る
。
ま
た
、
羽
の
２
は
江
戸
時
代
の
身
延
久
遠
寺
三
十

一
世
日
脱
の
時
期
の
話
で
あ
り
、
後
世
の
伝
記
と
さ
れ
る
。
そ
の
他
の
事
項
と
し
て
、
十
一
カ
所
へ
御
書
送
付
、
『
顕
仏
未
来
記
』
・
『
初

心
成
仏
抄
』
述
作
、
十
界
勧
請
曼
茶
羅
本
尊
図
顕
、
仏
像
彫
刻
、
蒙
古
襲
来
、
天
変
地
妖
、
と
い
っ
た
内
容
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
が
注

幕
末
期
日
蓮
伝
記
本
に
関
す
る
一
考
察
（
望
月
真
澄
）

(詔）



・
幕
末
期
の
日
蓮
伝
記
本
と
し
て
、
刊
行
時
点
ま
で
に
知
り
得
た
日
蓮
伝
記
に
関
わ
る
情
報
を
組
み
込
ん
で
い
る
。

・
事
項
に
関
し
て
は
、
出
典
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
り
、
史
実
と
は
い
え
な
い
内
容
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
な
か
で
、
従
来
み
ら
れ
た
伝
記
に
加
え
て
、
寺
院
開
創
、
弟
子
・
信
徒
の
教
化
、
法
論
、
著
作
の
執
筆
と
い
っ
た
内
容
が
み
ら
れ

た
こ
と
が
近
世
の
伝
記
本
の
特
徴
で
あ
り
、
日
蓮
伝
記
に
関
わ
る
新
た
な
情
報
と
し
て
評
価
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

目
さ
れ
る
。

。
『
註
画
讃
』
（
和
文
）
、
『
仏
祖
統
紀
』
、
『
紀
年
録
』
と
い
っ
た
近
世
の
日
蓮
伝
記
本
を
参
考
に
し
、
事
項
を
比
較
検
討
し
て
い
る
。

・
各
項
目
は
日
蓮
伝
に
準
拠
し
て
い
る
が
、
個
々
の
項
目
内
に
は
記
載
順
の
年
代
は
必
ず
し
も
編
年
体
で
な
く
、
文
意
か
ら
事
項
を
並
べ

ｊ

・
伝
記
引
用
は
、
過
去
に
刊
行
さ
れ
た
日
蓮
伝
記
本
、
歴
史
書
、
地
誌
類
と
多
岐
に
亘
っ
て
お
り
、
著
者
の
伝
記
作
成
に
お
け
る
情
熱
を
認く

以
上
、
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
、
本
書
の
日
蓮
伝
記
に
は
次
の
特
長
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

ｏ
従
来
の
日
蓮
伝
記
本
に
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
寺
院
・
弟
子
・
信
徒
に
関
す
る
事
項
が
み
ら
れ
る
。

・
日
蓮
滅
後
の
僧
侶
・
信
徒
に
関
す
る
事
項
が
み
ら
れ
る
。

・
注
釈
に
よ
っ
て
著
者
中
村
経
年
の
調
べ
た
内
容
が
挙
げ
ら
れ
、
伝
記
に
関
わ
る
引
用
に
関
し
て
は
後
世
の
日
蓮
伝
記
に
一
石
を
投
じ
て

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

て
い
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

い
る
と
い
え
る
。

幕
末
期
日
蓮
伝
記
本
に
関
す
る
一
考
察
（
望
月
真
澄
）

ま
と
め
に
ｌ
今
後
の
課
題
Ｉ



な
ら
ず
、

あ
ろ
う
。

筆
者
は
、
現
時
点
に
お
い
て
、
近
代
ま
で
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
個
々
の
日
蓮
伝
記
本
の
性
格
や
そ
の
内
容
を
詳
細
に
分
析
し
て
い
な
い

た
め
、
今
後
は
、
刊
行
当
時
の
時
代
背
景
や
日
蓮
教
団
の
動
向
を
踏
ま
え
、
小
川
泰
堂
著
『
日
蓮
大
士
真
実
伝
』
を
初
め
と
す
る
他
の
日

蓮
伝
記
本
と
個
々
の
内
容
を
比
較
検
討
し
、
近
世
後
期
か
ら
明
治
期
に
至
る
日
蓮
伝
記
本
の
特
長
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

最
後
に
、
本
書
が
な
ぜ
一
般
に
流
布
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。
こ
の
こ
と
を
考
え
て
み
る
と
、
本
書
の
刊
行
間
も
な
く
小
川
泰
堂
の
日
蓮

伝
記
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
も
よ
る
。
ま
た
、
本
書
の
内
容
構
成
を
み
る
と
、
本
文
と
注
釈
の
二
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
日
蓮
伝

記
の
解
説
本
と
し
て
の
性
格
が
色
濃
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
も
増
し
て
、
注
釈
が
長
い
箇
所
が
あ
り
、
個
々
の
解
釈
が
伝
記
本

や
歴
史
書
と
の
校
訂
を
行
っ
て
い
て
、
専
門
的
な
記
述
で
あ
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
日
蓮
伝
記
を
調
べ
よ
う
と
す
る
人

に
は
よ
い
が
、
一
般
の
読
者
に
と
っ
て
は
伝
記
本
と
し
て
読
み
に
く
い
内
容
及
び
文
章
構
成
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

藤
末
期
日
連
伝
記
本
に
関
す
る
一
考
察
（
望
月
真
澄
）

個
々
の
事
項
は
、
誇
張
さ
れ
て
い
る
内
容
が
多
く
、
日
蓮
伝
の
中
で
顕
彰
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
日
蓮

の
足
跡
に
お
け
る
伝
承
と
い
っ
た
事
項
も
多
く
み
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
事
項
は
民
俗
学
的
な
方
法
論
に
よ
っ
て
捉
え
直
さ
な
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
実
際
の
名
称
が
挙
げ
ら
れ
た
寺
院
や
弟
子
・
檀
信
徒
名
に
関
し
て
は
、
個
々
に
調
査
研
究
の
上
、
日
蓮
教
団

史
上
に
位
置
づ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
各
地
域
に
伝
わ
る
日
蓮
伝
承
や
奇
瑞
の
な
か
で
日
蓮
と
寺

院
や
弟
子
・
信
徒
の
つ
な
が
り
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
、
寺
院
の
開
創
や
弟
子
・
信
徒
の
教
化
に
関
し
て
は
注
目
す
べ
き
事

項
も
多
々
あ
る
。
つ
ま
り
、
近
世
の
日
蓮
伝
に
お
い
て
、
日
蓮
滅
後
の
動
向
を
著
者
が
研
究
し
つ
つ
、
新
た
な
事
項
を
示
し
た
こ
と
が
近

世
の
日
蓮
伝
た
る
所
以
と
い
え
る
。
と
も
か
く
、
近
世
の
日
蓮
伝
に
お
い
て
は
、
史
実
と
民
間
伝
承
に
区
別
し
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
近
世
と
い
う
時
代
に
作
成
さ
れ
た
日
蓮
伝
記
本
と
し
て
、
そ
の
時
代
背
景
や
著
者
の
作
成
意
図
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

(妬）



註
（
１
）
『
日
蓮
宗
事
典
』
の
『
高
祖
年
譜
』
の
項
目
。

（
２
）
冠
賢
一
『
近
世
日
蓮
宗
出
版
史
研
究
』
（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
八
三
年
）

（
３
）
「
幕
末
期
日
蓮
伝
記
本
に
関
す
る
一
考
察
ｌ
中
村
経
年
著
「
日
蓮
上
人
一
代
図
会
」
に
お
け
る
挿
絵
と
日
蓮
の
足
跡
に
関
わ
る
記
載
事
項
を
中
心
に
ｌ
」

（
冠
賢
一
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
『
日
蓮
教
学
教
団
史
論
集
』
山
喜
房
仏
書
林
、
二
○
一
○
年
、
に
収
録
予
定
）
。
同
論
文
は
、
本
稿
と
対
を
な
す
論

文
と
し
て
位
置
づ
け
た
い
。

（
４
）
『
日
蓮
上
人
一
代
図
会
』

幕
末
期
日
蓮
伝
記
本
に
関
す
る
一
考
察
（
望
月
真
澄
）

の
書
誌
、
記
載
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
（
３
）
紹
介
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(妬）


